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《進路資料を活用しよう》 

今月の中旬に令和 8年度『進路資料』が刊行されまし

た。既に全校生徒の皆さんに配布されていますので、目

を通した人もいると思います。特に 1年生は今月中に第

1回進路志望調査が実施されたので、先輩方の進学先を

参考にして自分の志望校を決めた人も多かったのではな

いでしょうか。 

この『進路資料』は、この春に卒業した 76回生の進路

状況をはじめとして、最近 5年間の入試結果が詳細に掲

載されています。他にも主な国公立大学の過去 25年間に

わたる合格状況の推移、最近 3 年間の大学入試共通テス

トの自己採点結果など、他では知ることができない青高

の進路情報が満載となっています。また、受験結果だけ

でなく大学受験のしくみについても詳しく解説してお

り、出願大学決定までの流れや、一般選抜はもちろん学

校推薦型選抜（指定校推薦を含む）や総合型選抜といっ

た受験方式の違いを理解するために役立つものになって

います。さらに後半の「合格体験記」には、大学合格を

勝ち取った先輩たちの努力の軌跡が記されています。

「合格体験記」を読んでみると一人ひとりの弛まぬ努力

と強い精神力、そして先生方との厚い信頼関係など、ど

の生徒も全力で高校 3年間を駆け抜けた様子が読み取れ

て感動を覚えます。きっと読み終えた後には、皆さんに

もやる気がみなぎってくる内容になっていますので、勉

強の休憩がてら定期的に読むことをオススメします。 

大学入試は、毎年のように変化しており、数年前の情

報がまったく通用しないほど目まぐるしく多様化してい

ます。常に正しい情報を把握することも、進路目標の達

成には必要不可欠です。ＨＲ活動の時間や学年集会など

で『進路資料』を活用して内容を確認する機会があると

思いますので、必ず記名をして紛失することがないよう

に各自で保管してください。そして 

生徒の皆さんだけでなく、保護者の 

方にも『進路資料』をしっかりと熟 

読していただき、情報を共有した上 

で、今後の学習や進路決定に活用し 

ていってほしいと思います。 

《難関大学を目指すべき理由は？》 

 皆さんは将来の選択肢を広げたいと思ったときに「で

きるだけレベルが高い大学を目指した方がいいのかな」

と考えたことはありませんか。将来何となく有利になり

そうなイメージはあるけれど…と漠然と思っている人も

多いのではないでしょうか。今回は難関大学を目指すべ

き理由についていくつかの項目に分けてまとめてみまし

たので、参考にしてみてください。 

 

【周りのレベルが自分を伸ばす】 

難易度が高い大学ほど、周りに勉強熱心な人や意識の

高い人が多くいるため、刺激を受けやすい環境といえる

でしょう。そのような環境では、あなた自身にも良い変

化が起きやすくなります。周りに刺激されて「自分もも

っとやろう」と思えてくるし、当たり前の基準が高くな

るので、自然と実力が伸びてくることでしょう。グルー

プワークや議論のレベルが高いため、思考力やコミュニ

ケーション力が鍛えられることも期待できます。こうし

た人間関係や刺激は、教科書だけでは得られない学びに

なり、「自分一人の努力」では届かないところまで、環

境の力で引き上げてもらえるのが大きなメリットです。 

 

【教員・カリキュラム・設備の質】 

難易度の高い大学ほど、研究実績のある先生や専門性

の高い授業が集まり、第一線の研究者から学べる環境や

機会が整っています。最先端の研究や知識に触れること

ができたり、教員のネットワークからインターンシップ

や進学情報が得やすかったりします。研究や教育に必要

な予算も潤沢で、図書館や研究設備、留学制度や学内イ

ベントなどの質が高いことや、企業との共同研究も活発

なため、卒論や研究テーマの選択肢が大きく広がってい

ます。「せっかく大学に行くなら良い環境をフル活用し

た方が、コスパが良い」と考えることもできます。 

 

 

 

 



 

【進路や選択肢の広さ】 

難易度の高い大学は、卒業後の進路の幅が広くなりま

す。大学院進学や海外留学などの情報も入りやすいこと

が多くあります。就職活動では、企業の説明会やインタ

ーン募集が集まり、企業からのエントリー条件を満たし

やすいといわれ、公務員試験や大学院進学など、学力が

必要な道にも進みやすいと考えられます。仮に進路変更

したくなったときも、選択肢が残りやすいため、「将来

やりたいことがまだはっきりしていない人ほど、できる

だけ高いレベルを目指しておいたほうがよい」と言われ

ることもあるくらいです。 

 

【人脈とつながり】 

どの大学に行くかで、出会う人の傾向がかなり変わり

ます。同級生や先輩の進路も多様で、有名企業や人気企

業の採用実績が多いというだけでなく、卒業後も OB・OG

ネットワークから情報やチャンスを得やすく、選べる業

界や職種の選択肢が増えます。将来さまざまな業界で働

く人と知り合えるという「つながり」が一生ものになる

場合があり、仕事の能力だけでなく、ものの考え方や生

き方にも影響を与えます。ただし、難易度の高い大学に

入っただけで自動的に良い会社に行けるわけではなく、

自分の努力次第という面も忘れないでください。 

 

【挑戦経験そのものの価値】 

例え難易度の高い大学に届くかギリギリでも、「高い

レベルに本気で挑戦した」という経験には大きな意味が

あります。受験勉強を通して、自分が大きく成長したと

実感した場面があったという報告は、多くの先輩方から

も聞くことがありました。受験勉強を頑張ると努力の仕

方や継続力が身につきますし、もし届かなかったとして

も、その勉強量は他の進路でも武器になるはずです。

「あのとき本気でやり切ったな」という自信はその後の

人生にも大きな影響を与えることにもなります。現在の

志望校の難易度（例：偏差値◯◯くらい）に満足せず、

より高い目標を目指してみようと思っている人は「もう

一段上」の大学について調べてみるとよいでしょう。 

 

 

 

 

【注意しておきたい点】 

難関大学を目指すにあたっては「偏差値の高さだけで

大学を選ぶのは危険」という指摘もあります。まずは自

分にとって本当に学びたい学問・研究分野があるか調べ

ることが大切です。また、校風やキャンパスの雰囲気が

自分に合うかも気になるところです。実際にオープンキ

ャンパス等に参加して、学生の雰囲気を感じる機会を設

けましょう。しかし、自分の実力と大きくかけ離れた高

すぎる目標設定や、無理な勉強をしすぎて心身に大きな

負担になってしまうので気を付ける必要があります。 

 

 ここまで読んで、自分も高い目標に向かって頑張りた

いと考えた人は、是非とも学級担任や進路指導部の先生

に相談してみてください。あなたの成績や学習状況から

伸びしろや可能性も含めて望ましい志望校を共に考えて

くれるはずです。遠慮しないで声をかけてみましょう。 

 

《進路資料ラックを活用しよう》 

進路指導部では、生徒玄関前のラウンジスペースと 2

階職員室（3学年職員室＋進路指導室）前に進路資料ラ

ックを常設しています。ラックには大学案内のパンフレ

ットやチラシ、大学新聞や受験情報誌等が所狭しと並べ

られています。ラインナップは随時更新していますの

で、定期的にチェックして、気になるものがあれば自由

に持ち帰ることができます。 

進路指導部には、これから本格的に全国各地の大学か

ら大学教授や入試担当職員の訪問があり、大学案内のパ

ンフレットやチラシを受け取ります。また、郵送で送ら

れてくるものもあり、その量は非常に膨大です。その一

部は、2階演習室の大学資料のコーナーに並べてあり、

自由に閲覧できるようになっていますが、皆さんが自由

に持ち帰りできるものは生徒玄関前と 2階職員室前のラ

ックに並べています。定期的に確認していれば必ず気に

なる資料が見つかると思います。是非とも積極的に活用

して自身の進路研究や志望校決定に役立ててください。 

 

 

 

 

 


